
福島第一原子力発電所における作業員の
感電災害および地絡警報の発生について

平成26年9月30日
東京電力株式会社

＜参考資料＞
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１．発生状況

新事務棟電源（6．9kV）の本設電源ケーブルを受電キュービクル内で端末処理作業中、
充電部に誤って接触し感電した。（共同作業者：１名）

被災者 ：４０歳代男性
発生時間：平成２６年９月３０日（火）８時２６分頃
発生場所：新事務棟(東側)の受電キュービクル内
装 備：作業服、ヘルメット、一般靴、一般作業手袋、サージカルマスク
時系列〔９月30日〕

７時００分：全体朝礼、ＴＢＭ-KY実施後現場へ移動
７時５５分：作業着手
８時２６分：災害発生（感電）

警報「共用プールＭ／Ｃ（Ｂ）地絡」発生
警報「低圧電源系異常Ｂ」発生

８時３２分：救急車要請
８時４０分：救急医療室 救急車現場到着
８時４７分：救急医療室 到着
８時５９分：警報「共用プールＭ／Ｃ（Ｂ）地絡」復旧

警報「低圧電源系異常Ｂ」復旧
９時０６分：心電図異常なし
９時１８分：救急医療室より磐城共立病院へ出発

１０時２２分：磐城共立病院に到着
１５時１８分：新事務棟電源復旧完了

新事務棟

仮設休憩所

入退域管理棟

大型車両サーベイ場

当該キュービクル

＜概 要＞

Ｍ／Ｃ（メタクラ）：所内高電圧回路に使用する動力用電源盤

〔発生場所〕
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6.9kV 所内共通M/C2B

所内共通D/G(B)M/C

共用プールM/C(B)

所内共通M/C1B プロセス建屋後備M/C

所内共通M/C3B 所内共通M/C4B 「M/C地絡警報」発生 新事務棟電源

ケーブル
接続箇所

感電箇所
（想定）

遮断ｌ器
トリップ

２．地絡警報発生の推定原因

■新事務棟高圧受電盤内で受電ケーブル（常用側）のケーブル端末作業中に、予備側より充電されて
いる箇所へ接触したため、地絡が発生したと想定。

■当該地絡の発生により、新事務棟高圧受電盤の受電遮断器がトリップし、新事務棟が停電にいたっ
た。地絡検出警報が瞬時に発生するように設定されている「共用プールＭ／Ｃ（Ｂ）」のみに警報
が発生した。

常用側予備側

結線図
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３．新事務棟 高圧受電盤構造図（内部写真）

遮断器

当該箇所のケーブル端末作業

高圧受電盤（断面図）

前面側
裏面側

接触箇所（想定）

端子台

充電部

以 上

端子台

裏面側


